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〈
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元
和
二
年
四
月
十
七
日
、

徳
川
家
康
公
は
駿
府
城
に
て
薨
去
さ
れ

久
能
山
に
て
東
照
大
権
現
と
い
う
神
様
に
な
り
ま
し
た

げ
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ご 

れ
い
げ
ん

以
来
四
百
年
、
今
も
な
お
大
い
な
る
御
霊
験
を
も
っ
て

私
た
ち
の
平
和
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

日本平ロープウェイ 《日本平山頂に無料駐車場あり》
お問合せは…電話 054-334-2026（静岡鉄道株式会社 日本平ロープウェイ営業所）

四百年の聖地久能山へ、日本一の名勝日本平とわずか５分で結びます。

聖
地
、久
能
山
へ
。
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家
康
公
の
墓
所

久
能
山
東
照
宮
四
百
年
の
真
実
〈
総
括
編
〉

　
二
〇
一
四
年
十
一
月
創
刊
以
来
、
久
能
山

東
照
宮
落
合
偉
洲
宮
司
と
浮
月
楼
久
保
田
隆

社
長
に
よ
る〈
特
別
対
談
〉を
幕
開
け
と
し
て
、

本
誌
が
こ
れ
ま
で
に
お
伝
え
し
、
検
証
し
て

き
た
こ
と
│
│
そ
れ
は
、
徳
川
家
康
公
は
、

駿
府
城
で
薨
去
さ
れ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、

こ
こ
久
能
山
の
山
頂
近
く
に
埋
葬
さ
れ
、
そ

れ
は
一
度
も
掘
り
返
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
四

百
年
間
ず
っ
と
、
こ
こ
に
眠
っ
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　「
日
光
へ
『
神
柩
』
が
運
ば
れ
て
『
改
葬
』

さ
れ
た
。
だ
か
ら
久
能
山
に
は
何
も
な
い
」

　
多
く
の
人
が
そ
う
信
じ
て
き
た
。
し
か
し

そ
う
信
じ
る
に
は
、あ
ま
り
に
矛
盾
が
多
か
っ

た
。

　
そ
も
そ
も
家
康
公
の
遺
命
に
は
、「
久
能
山

に
葬
れ
」
と
あ
り
、「
一
周
忌
を
過
ぎ
て
後
、

日
光
に
小
さ
き
堂
を
建
て
勧
請
せ
よ
」
つ
ま

り
、「
日
光
に
分
祀
せ
よ
」
と
あ
る
の
だ
が
、

実
は
、
遺
さ
れ
た
遺
命
を
改
め
て
読
み
返
す

ま
で
も
な
く
、
久
能
山
と
日
光
と
、
ど
ち
ら

が
本
当
の
墓
な
の
か
を
知
る
た
め
の
、
厳
然

た
る
事
実
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
徳
川
宗
家
第
十
八
代
当
主
で
あ

る
德
川
恒
孝
さ
ん
が
、「
神
忌
」
と
呼
ば
れ
る

語
ら
れ
な
か
っ
た
事
実

毎
年
四
月
十
七
日
の
家
康
公
の
命
日
に
斎
行

さ
れ
る
久
能
山
東
照
宮
例
祭
に
司
祭
と
し
て

参
列
さ
れ
、
祭
典
の
あ
と
、
久
能
山
東
照
宮

神
廟
（
神
君
徳
川
家
康
公
の
墓
）
に
参
拝
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。
一
方
の
日
光
東

照
宮
に
は
、
そ
の
日
何
ら
行
事
が
な
い
。

　
そ
の
事
実
は
、
久
能
山
東
照
宮
の
例
祭
に

参
列
す
れ
ば
誰
で
も
知
り
得
る
こ
と
だ
っ
た

が
、
そ
れ
を
口
に
す
る
人
は
稀
だ
っ
た
。

　
そ
れ
を
初
め
て
全
国
に
知
ら
せ
た
の
は
、

本
年
の
御
鎮
座
四
百
年
大
祭
を
取
材
し
た
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
と
す
る
報
道
各
社
だ
っ
た
。

　
二
〇
一
五
年
四
月
十
七
日
、「
久
能
山
東
照

宮
御
鎮
座
四
百
年
大
祭
」
の
第
三
日
の
儀
「
例

祭
」
に
は
、
徳
川
宗
家
よ
り
当
主
の
德
川
恒

孝
さ
ん
（
写
真
先
頭
）
と
ご
子
息
の
德
川
家

広
さ
ん
（
写
真
三
番
目
）、
そ
し
て
尾
張
徳
川

家
の
第
二
十
二
代
当
主
で
あ
る
德
川
義
崇
さ

ん
（
写
真
二
番
目
）、
水
戸
徳
川
家
の
第
十
五

代
当
主
で
あ
る
德
川
斉
正
さ
ん
（
写
真
最
後

尾
）
も
黒
の
衣
冠
装
束
で
参
列
さ
れ
、
久
能

山
東
照
宮
か
ら
は
落
合
偉
洲
宮
司
ほ
か
五
名

の
神
職
が
、
本
殿
で
の
祭
典
に
奉
仕
し
た
。

祭
典
の
後
、
一
行
は
神
廟
を
参
拝
し
た
。

　
こ
の
模
様
を
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
当
日
の
テ
レ
ビ
全

国
放
送
で
大
き
く
報
道
し
、
新
聞
各
社
か
ら

も
報
道
さ
れ
た
の
だ
。

徳
川
宗
家
ら
が
久
能
山
東
照
宮
社
殿
に
向
か
う

2015年4月17日
午前10時17分

徳
川
宗
家
ら
一
行
の
参
拝
を
待
つ
久
能
山
東
照
宮
神
廟
（
徳
川
家
康
公
の
墓
）

2015年4月17日
午前9時16分
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「
神
事
で
は
、
徳
川
宗
家
１
８

代
当
主
の
徳
川
恒
孝
さ
ん
が
司

祭
を
務
め
、
古
式
に
の
っ
と
っ

た
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
神
職

な
ど
お
よ
そ
３
５
０
人
が
５
３

段
あ
る
石
段
を
上
り
、
社
殿
に

向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東

照
宮
の
落
合
偉
洲
宮
司
が
家
康

の
遺
徳
を
し
の
ん
で
祝
詞
を
読

み
上
げ
た
あ
と
、
雅
楽
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
春
を
告
げ
る
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

一
行
は
社
殿
の
奥
に
あ
る
神
廟

と
呼
ば
れ
る
家
康
の
墓
を
参
拝

し
ま
し
た
。」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
ウ
ェ
ブ
２
０
１
５
年
4
月
17

日
の
記
事
よ
り
抜
粋
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
「
こ
の
日
は
徳
川
宗
家
第
１
８

代
当
主
の
徳
川
恒
孝
さ
ん
、
尾

張
や
水
戸
の
両
徳
川
家
当
主
ら

も
、
黒
の
衣
冠
に
身
を
包
ん
で

参
列
。
徳
川
家
の
人
々
は
、
木

遣
り
唄
に
先
導
さ
れ
、
神
職
ら

と
と
も
に
社
殿
に
入
っ
た
。
参

拝
客
ら
は
社
殿
の
周
り
か
ら
、

真
剣
な
表
情
で
神
事
を
見
守
っ

て
い
た
。

　

神
事
が
終
わ
る
と
、
徳
川
家

の
人
々
は
落
合
偉
洲
宮
司
と
と

も
に
、
家
康
の
墓
を
参
拝
し
た
。」

（
読
売
オ
ン
ラ
イ
ン
２
０
１
５
年

4
月
17
日
の
記
事
よ
り
抜
粋
）

讀
賣
新
聞

　
「
大
祭
に
は
家
康
の
子
孫
十
数

人
の
ほ
か
、
ゆ
か
り
の
あ
る
約

３
０
０
人
が
参
加
。
水
戸
徳
川

家
、
尾
張
徳
川
家
の
当
主
も
顔

を
そ
ろ
え
た
。
神
事
の
後
、
一

行
は
本
殿
奥
に
あ
る
家
康
の
墓

を
参
拝
。」（
北
海
道
新
聞
お
よ

び
西
日
本
新
聞
各
電
子
版
２
０
１

５
年
4
月
17
日
の
記
事
よ
り
抜

粋
） 西

日
本
新
聞
ほ
か

「
一
行
は
社
殿
の
奥
に
あ
る
神
廟
と
呼
ば
れ
る

家
康
の
墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

以
上
は
、
著
作
権
法
第
32
条
に
則
り

引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

当日の報道

徳
川
宗
家
ら
が
社
殿
で
の
祭
典
の
後
、
久
能
山

東
照
宮
神
廟
（
徳
川
家
康
公
の
墓
）
に
向
か
う

2015年4月17日
午前11時20分
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　「
日
光
へ
神
柩
が
運
ば
れ
て
改

葬
さ
れ
た
。
だ
か
ら
久
能
山
に

は
何
も
な
い
」

　
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
俗
説

だ
っ
た
。

　
事
実
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い

え
ば
家
康
公
の
遺
命
ど
お
り
で
、

久
能
山
が
本
当
の
墓
で
あ
る
こ

と
に
、
も
は
や
疑
い
の
余
地
は

な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
家
康
公
命
日
に

お
け
る
久
能
山
神
廟
へ
の
墓
参

は
、
本
年
斎
行
さ
れ
た
四
百
年

大
祭
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

毎
年
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

だ
っ
た
。
徳
川
宗
家
が
毎
年
の

命
日
に
欠
か
さ
ず
墓
参
す
る
の

は
、
日
光
で
は
な
く
、
久
能
山

で
あ
り
続
け
た
の
だ
。

　
だ
が
そ
れ
は
語
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て

だ
け
は
、
あ
え
て
口
に
す
る
の

が
憚
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

事
実
を
知
る
人
々
の
、
精
い
っ

ぱ
い
の
気
遣
い
だ
っ
た
の
で
は

俗
説
と
気
遣
い
と

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
何
に
対
す
る
気
遣
い
だ
っ
た

の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
東

照
大
権
現
を
崇
め
て
き
た
全
て

の
日
本
人
の
、
純
粋
な
る
信
心

に
対
す
る
気
遣
い
だ
ろ
う
。

　
遺
骸
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
と
、

家
康
公
は
神
と
し
て
偏
在
す
る
。

　
正
式
に
「
東
照
宮
」
と
名
の

つ
く
大
き
な
神
社
だ
け
で
も
、

北
の
北
海
道
東
照
宮
（
函
館
東

照
宮
）
か
ら
西
の
広
島
東
照
宮

ま
で
、
全
国
に
少
な
く
と
も
二

十
三
を
数
え
る
。

　
日
々
参
拝
者
が
絶
え
る
こ
と

は
な
く
、
例
祭
、
例
大
祭
に
は

盛
大
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
各

東
照
宮
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
誇
り
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
家
康
公
の
遺
骸
を
ど
こ
だ
と

特
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し

た
信
心
に
は
一
向
役
立
た
な
い
。

何
よ
り
日
光
は
、
か
く
も
荘
厳

で
壮
大
で
は
な
い
か
」

　
そ
ん
な
気
遣
い
の
心
が
、
事

実
を
知
る
人
々
に
働
い
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

徳
川
宗
家
ら
が
久
能
山

東
照
宮
神
廟
を
参
拝

2015年4月17日
午前11時22分
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「 

体
は
久
能
山
に
埋
葬
せ
よ
」

家
康
公
遺
命
（
元
和
二
年
四
月
二
日
）

「 

西
国
鎮
護
の
た
め

 

体
は
西
に
向
け
て
埋
葬
し
 

清
久
は
祭
主
と
な
れ
」

家
康
公
遺
命
（
元
和
二
年
四
月
十
六
日
）

家
康
公
の
遺
命
を
年
表
で
追
っ
て
み
た
。
遺
命
は
、
し
っ
か
り
生
き
続
け
て
い
た
。

　
天
海
大
僧
正
は
、分
祀
を

「
宮
遷
し
」と
称
し
、家
康
公

の
分
霊
を
収
め
た「
棺
」を

久
能
山
か
ら
日
光
山
へ
運

ぶ
指
揮
を
執
っ
た
。久
能
山

に
は
そ
の
時
、「
棺
の
中
身

は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ

い
」と
い
う
意
味
の
歌
が
残

さ
れ
た
。

　

家
康
公
の
最
期
を
駿
府

城
で
看
取
っ
た
榊
原
照
久

は
、後
に
久
能
山
の
麓
に
寺

を
建
立
し
、そ
の
墓
か
ら
、

今
も
家
康
公
が
眠
る
久
能

山
を
見
守
っ
て
い
る
。

年
表
で
追
う
遺
命

久
能
山
埋
葬
の
極
め
て
重
要
な
目
的

＊

＊
後
に
照
久
と
改
名

元
和
二
年 
（
１
６
１
６
年
）

徳
川
家
康
公
が
駿
府
城
に
て
、
本
多
正
純
、
天
海
、
崇
伝
の
三
名

を
呼
び
遺
命
を
託
す
。

「
臨
終
と
な
っ
た
ら
体
は
久
能
山
に
埋
葬
し
、

葬
儀
は
江
戸
の
増
上
寺
に
て
、

位
牌
は
三
河
の
大
樹
寺
に
、
一
周
忌
も
過
ぎ
て
後
、

日
光
山
に
小
さ
き
堂
を
建
て
勧
請
（
＝
分
祀
）
せ
よ
、

関
東
八
州
の
鎮
守
に
な
る
べ
く
」（
本
光
国
師
日
記
）

４
月
２
日

寛
永
十
一
年 

（
１
６
３
４
年
）

寛
永
十
三
年 

（
１
６
３
６
年
）

家
光
奉
納
の
五
重
塔
が
完
成
。

寛
永
十
七
年 

（
１
６
４
０
年
）

久
能
山
廟
所
に
巨
石
を
使
っ
た
石
の
宝
塔
が
完
成
。

元
和
三
年 

（
１
６
１
７
年
）

東
照
大
権
現
の
神
号
を
た
ま
わ
る
。

２
月
21
日

正
保
二
年 

（
１
６
４
５
年
）

宮
号
が
下
り
、「
東
照
社
」
か
ら
「
東
照
宮
」
と
な
る
。 

11
月
３
日

延
宝
六
年
？ 

（
１
６
７
８
年
？
）

将
軍
家
光
が
久
能
山
に
参
詣
。
還
暦
を
迎
え
た
榊
原
照
久
が
迎
え

る
。
京
都
へ
と
向
か
う
家
光
は
「
家
康
公
は
久
能
山
に
あ
り
」
と

い
う
意
味
の
和
歌
を
久
能
山
に
残
す
。

「
東
よ
り
、
照
ら
す
光
の
、

こ
こ
に
あ
り
と
、
今
日
も
う
で
す
る

久
能
の
み
や
し
ろ
」（
久
能
山
叢
書
第
四
編
）

家
光
が
日
光
を
建
て
な
お
す
。（
寛
永
の
大
造
替
）

６
月
26
日

病
状
が
悪
化
す
る
中
、
側
近
の
榊
原
照
久
を
枕
元
に
呼
び
、
自
分

の
体
を
久
能
山
の
神
廟
に
西
向
き
に
埋
葬
す
る
こ
と
、
久
能
山
の

祭
主
と
な
る
こ
と
な
ど
を
命
じ
る
。

４
月
16
日

４
月
17
日

巳
の
刻
（
午
前
十
時
ご
ろ
）、
徳
川
家
康
公
が
駿
府
城
に
て
、

榊
原
照
久
の
膝
を
枕
に
臨
終
。
夜
、久
能
山
に
埋
葬
さ
れ
る
。

３
月
15
日

日
光
へ
「
柩
」
を
運
ぶ
「
宮
遷
し
」
の
行
列
が
久
能
山
を
出
発
。

指
揮
を
執
っ
た
天
海
が
久
能
山
に
和
歌
を
残
す
。

「
あ
れ
ば
あ
る
、
な
け
れ
ば
な
き
に
、
駿
河
な
る

躯
の
な
き
神
の
、
宮
う
つ
し
か
な
」（
久
能
山
叢
書
第
四
編
）

４
月
17
日

日
光
へ
の
「
宮
遷
し
」
が
完
了
す
る
。

全
日
程
の
う
ち
、
実
際
に
移
動
し
た
の
は
十
日
の
み
と
、

非
常
に
ゆ
っ
く
り
と「
棺
」を
運
ん
だ
後
、

四
月
八
日
に
日
光
奥
院
に
棺
が
安
置
さ
れ
た
。

【
参
考
文
献
】『
本
光
國
師
日
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
／
『
續
國
史
大
系
第
９
巻
・
第
10
巻
』
經
濟
雜
誌
社
刊
／
『
久
能
山
叢
書
』
久
能
山
東
照
宮
刊
／
『
久
能
山
東
照
宮
年
表
』
久
能
山
東
照
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

久
能
山
社
殿
が
完
成
す
る
。「
東
照
社
」
と
称
す
る
。

12
月

久
能
山
東
照
宮
に
覚
書
あ
り
。「
御
神
体
之
事
。
当
山
之
秘
事
也
。」

「
遺
命 

葬
于
久
能
山
」（
久
能
山
叢
書
第
三
編
）
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こ
の
写
真
は
、二
つ
の
点
で
極
め
て

貴
重
な
も
の
だ
。

　
ま
ず
ひ
と
つ
め
は
、す
で
に
現
存
し

な
い
五
重
塔
が
写
っ
て
い
る
こ
と
。寛

永
十
三
年（
一
六
三
六
年
）、三
代
将

軍
徳
川
家
光
公
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

た
五
重
塔
で
あ
っ
た
が
、神
仏
分
離
令

と
、廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
っ
て
、神
社

で
あ
る
久
能
山
東
照
宮
に
仏
教
的
な

五
重
塔
を
残
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
廃
仏
毀
釈
運
動
は
、国
内
の
多
く

の
寺
を
破
壊
す
る
と
こ
ろ
ま
で
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
、鹿
児
島
県
に
い
た
っ
て

は
全
て
の
寺
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
も
い
う
。現
代
で
も
、過
激
な
思

想
に
支
配
さ
れ
た
人
々
に
よ
る
歴
史

的
建
造
物
の
破
壊
行
為
に
は
世
界
中

か
ら
非
難
の
目
が
向
け
ら
れ
る
が
、

日
本
に
も
そ
う
し
た
悲
し
い
歴
史
が

あ
っ
た
の
だ
。

五
重
塔
と
素
足
の
参
拝

　
こ
の
五
重
塔
の
破
壊
に
つ
い
て
は
、

小
鹿
村（
静
岡
市
駿
河
区
小
鹿
）の
農

家
出
身
で
後
に
久
能
山
東
照
宮
の
祠

官
に
な
っ
た
神
道
家
の
出
島
竹
斎
ら
、

何
と
か
そ
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
尽

力
し
た
人
た
ち
も
い
た
の
だ
が
、明
治

六
年（
一
八
七
三
年
）八
月
、つ
い
に
跡

形
も
な
く
解
体
さ
れ
、写
真
に
見
る

よ
う
な
偉
容
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、こ
の
写
真
が

貴
重
な
の
は
、士
族
風
の
二
人
の
参

拝
者
が
写
っ
て
い
る
こ
と
だ
。特
に
右

の
人
物
は
、参
道
の
右
端
縁
石
に
素

足
で
立
っ
て
い
る
。か
つ
て
は
境
内
が

土
足
禁
止
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、そ
の
様
子
が
こ
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、そ
の
点
で
も
こ

の
写
真
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

右側人物足元の拡大写真

『
敷
島
美
観
』よ
り（
小
泉
墨
城
著
／
一
九
〇
六
年
帝
国
地
史
編
纂
所
／
ア
ド
マ
ッ
ク
出
版
蔵
）　※

写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
五
重
塔
が
壊
さ
れ
た
一
八
七
三
年
八
月
以
前

1213

写
真
で
見
る
幕
末
ご
ろ
の
久
能
山
東
照
宮
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すんぷ特別版

衝
撃
の
事
実
！

德
川
家
康
公
の
墓
は
、

や
は
り
久
能
山
だ
っ
た
。

ヨ

コ
コ

ヲ

余
ハ
此
處
ニ
居
ル

編
集
部
よ
り
お
知
ら
せ

　

昨
年
11
月
発
行
の
創
刊
号
か
ら
、
本
号
ま
で
の

主
要
記
事
を
編
集
し
た
『
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
（
ヨ

ハ
コ
コ
ニ
ヲ
ル
）〜
す
ん
ぷ
特
別
版
〜
』（
右
書
影
）

が
発
売
さ
れ
ま
す
。（
税
抜
定
価
３
０
０
円
）

　

雑
誌
で
は
な
い
の
で
書
籍
コ
ー
ド
（ISBN978 

-4-9907261-1-9

）
も
取
っ
た
ん
で
す
が
、
本
号

編
集
時
点
で
は
、
ど
こ
で
販
売
さ
れ
る
か
が
ま
だ

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
決
ま
り
次
第
、
上
記

「
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
る
！
」
の
「
駿
府
ネ
ッ
ト
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
に
入
れ
た
い
方
は

時
々
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
号
二
〇
一
五
年
冬
号
は
、
11
月
19
日

大
安
吉
日
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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